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「「「「 東 お 多 福 山 ス ス キ 草 原 復 元東 お 多 福 山 ス ス キ 草 原 復 元東 お 多 福 山 ス ス キ 草 原 復 元東 お 多 福 山 ス ス キ 草 原 復 元 」」」」 活 動活 動活 動活 動 報 告報 告報 告報 告                              

                     秦  康 夫            

2 0 1 6 年年年年 ７７７７ 月月月月 2 0 日日日日 （（（（ 水 ）水 ）水 ）水 ） 9 : 0 0 ～～～～ 1 5 : 3 0  

作 業 項 目 ： １ ） 夏 の 植 生 調 査  

     ２ ） 調 査 区 内 及 び 周 辺 の ネ ザ サ 等 刈 り 取 り  

     ３ ） 登 山 道 調 査  

    今 日 は 1 0 数 名 の 初 参 加 者 が あ り 、 平 日 に も 拘 ら ず 総

勢 6 0 数 名 の 大 人 数 。 従 来 は 土 樋 割 峠 ま で 蛇 谷 林 道 を 車

で 通 行 で き た の だ が 、 林 道 の 一 部 に 私 有 地 が あ り 、 そ の

所 有 者 と の 話 が こ じ れ て い る 関 係 で 、 全 員 東 お 多 福 山 登

山 口 バ ス 停 か ら の 歩 き と な っ た 。  

 6 0 数 名 が ３ 班 に 分 か れ 、 第 １ 班 は 1 0ｍ 四 方 の 調 査 区

(コ デ ラ ー ト ）４ ヶ 所 の 植 生 調 査 、第 ２ 班 は ２ ヶ 所 に 分 か

れ て 調 査 区 内 及 び 周 辺 の 鎌 に よ る 選 別 刈 り 取 り 、 第 ３ 班

の J A C 関 西 支 部 ４ 名 は 前 回 に 引 き 続 き 登 山 道 の 調 査 担

当 と い う こ と で 、東 お 多 福 山 へ の 三 通 り の 登 山 道 の う ち 、

調 査 済 み の 芦 屋 道 以 外 の 土 樋 割 峠 道 及 び 雨 ヶ 峠 道 の 現 地

調 査 を す る こ と に な っ た 。  

 土 樋 割 峠 道 は 、 峠 ま で は ず っ と 舗 装 道 路 で あ る 。 出 発

点 の 東 お 多 福 山 登 山 口 バ ス 停 か ら 左 に 別 れ る 芦 屋 道 の 分

岐 ま で は 前 回 済 ま せ て い る の で 、こ こ か ら 5 0ｍ の 巻 尺 を

使 っ て 距 離 を 測 定 し な が ら 、 枯 損 木 の 状 況 や 補 修 箇 所 の

有 無 を 確 認 し て 土 樋 割 峠 ま で 歩 い た 。 林 道 の 一 本 道 で 迷

う こ と は な い が 、 し ば し ば の 豪 雨 で 道 が 崩 れ 、 補 修 し た

所 が 何 箇 所 も あ り 、 降 雨 の 際 の 土 石 流 や 落 石 発 生 に は 要

注 意 で あ る 。起 点 か ら 土 樋 割 峠 ま で の 距 離 は 1 . 1 3 5 k m だ

っ た 。 林 道 は 更 に 、 黒 岩 谷 へ の 芦 屋 市 林 道 、 そ れ に 続 く

神 戸 市 林 道 が 工 事 中 の ダ ム 近 く ま で 伸 び て お り 、 一 応 神

戸 市 林 道 の 終 点 、 土 樋 割 峠 か ら 4 3 0ｍ の 地 点 ま で 測 定 、
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確 認 し た 。  

 午 後 は 土 樋 割 峠 ま で 戻 り 、 峠 か ら 東 お 多 福 山 頂 上 ( 6 9 7

ｍ ） ま で の 測 定 ・ 調 査 と 数 ヶ 所 の 水 切 り 溝 の 仮 設 置 を 行

っ た 。 ア ッ プ ダ ウ ン や 急 な 登 り も あ る が 、 峠 か ら 山 頂 ま

で の 距 離 は 4 3 0ｍ 、 標 高 差 は 1 0 0ｍ 位 、 2 0 分 程 度 で 標 識

の あ る 山 頂 広 場 に 着 く 。 山 頂 は ネ ザ サ が 刈 り 込 ま れ て 巾

1 0ｍ 、 長 さ 1 0 0ｍ 程 の 明 る い 広 場 状 に な っ て い る が 、 東

と 西 に は ヒ ノ キ そ の 他 背 の 高 い 常 緑 樹 が 繁 っ て い る た め 、

残 念 な が ら 好 展 望 は 望 め な い 。  

 雨 ヶ 峠 ル ー ト は 次 回 調 査 予 定 な の で 、 下 見 の つ も り で

山 頂 ― 雨 ヶ 峠 ― 本 庄 橋 跡 ― 土 樋 割 峠 ル ー ト を 歩 き 、 蛇 谷

林 道 を 通 っ て 朝 の 集 合 場 所 の 登 山 口 バ ス 停 に 戻 っ た 。  

【【【【 参 加 者 】】】】  

斧 田 一 陽 、 秦 康 夫 、 田 島 聖 子 、 森 脇 肇 子    計 ４ 名  

                       


